
令和４年度 船橋市総合防災訓練実施要綱（案） 

 

１．訓練の目的                               

  災害対策基本法第４８条及び船橋市地域防災計画（第２部第１章第１節第３防

災訓練）に基づき、本市に影響を及ぼす恐れのある大地震等の発生を想定し、市

が市民と一体となって、災害発生後、防災活動が迅速かつ的確に実施できるよう、

体制の確立を図ることを目的として訓練を実施する。 

２．訓練の方針                               

  首都直下型地震の発生が危惧されているなか、千葉県が被害想定した千葉県北

西部直下型地震発生後、迅速かつ柔軟な対応がとれるよう、市職員の対応力強化

及び市職員・施設職員の連携強化を図るとともに、地域住民の防災意識の高揚を

図る。 

３．訓練実施日                               

  令和４年１１月２７日（日） ９時００分から１２時００分まで 

  受付開始９時３０分 

４．訓練会場                                

  訓練会場については、市立５５小学校、市立２７中学校、船橋特別支援学校 

高根台校舎の計８３会場にて実施し、メイン会場については小栗原小学校、サ 

ブ会場については高郷小学校とする。 

  各訓練実施項目及び訓練会場は次のとおりとする。 

（１）いっせい行動訓練（シェイクアウト訓練）市内全域 

（２）避難訓練               市内全域（参加者のみ） 

（３）避難所開設・運営訓練         全８３会場 

（４）資機材取扱訓練            全８３会場 

（５）初期消火訓練又は応急救護訓練     メイン・サブ会場を除く 

                      ８１会場 

 ※別途、医療センターで医療救護訓練を実施 

５．訓練従事者                               

（１）市職員（避難所配備職員・避難所非常参集職員・職員防災士） 

（２）学校職員 

（３）危機管理課職員 

（４）消防職員 

（５）動物愛護指導センター職員 



（６）市民（各町会自治会等の代表者５名程度の参加） 

（７）防災関係団体（下記 10．参加予定機関のとおり） 

６．訓練想定                                

  令和４年１１月２７日（日）午前９時００分、千葉県北西部を震源とする地震

が発生、地震の規模はＭ７．３と推定され、市内でも最大震度６強を測定した。 

  地震により、住家や道路などに甚大な被害がもたらされ、ライフライン機能 

 が失われた。また、死者、負傷者等多数発生、市街地を中心に多数の火災が発生 

している。 

７．訓練内容                                

（１）いっせい行動訓練（シェイクアウト訓練）                

概 要：家庭等の日常生活の場において、各自が冷静に判断し行動できるよう 

に、いっせい行動訓練（シェイクアウト訓練）を実施し、その後、家 

族の安否方法の確認、非常持出品の確認などを実施する。 

参加者：市職員・学校職員・市民 

（２）避難訓練                               

  概 要：各自が避難所までの安全な経路を確認しながら避難訓練を実施する。 

      なお、サブ会場の高郷小学校については、土砂災害警戒区域等を考慮 

し、安全な避難経路を確認するための土砂災害避難訓練を実施する。 

  参加者：市民（町会・自治会代表参加者） 

（３）避難所開設・運営訓練                         

  概 要：「避難所運営マニュアル」や、「避難所運営アクションシート」に基づ 

く、感染症対策を踏まえた避難所開設・運営方法の確認を実施する。 

メイン会場：避難所運営委員会主体の避難所開設・運営訓練 

サ ブ 会 場：          〃 

 その他会場：動画視聴による感染症対策を踏まえた避難所開設・運 

営方法等の確認 

参加者：市職員・学校職員・市民（町会・自治会代表参加者） 

（４）資機材取扱訓練                            

  概 要：各避難所に備蓄されている防災資機材の取扱い訓練を実施する。 

      メイン会場：マンホールトイレ・ＬＥＤ式バルーン型照明器 

      サブ会場：紙管パーテーション・ＬＥＤ式バルーン型照明器 



その他会場：紙管パーテーション 

  参加者：市職員・学校職員・市民（町会・自治会代表参加者） 

（５）消火訓練又は応急救護訓練                       

  概 要：メイン・サブ会場を除く８１会場のみでの実施とし、水消火器を用い 

た初期消火訓練又は訓練用人形を使用した応急救護訓練を実施する。 

      なお、訓練項目の選定については、各会場における参加者数により選 

定する。 

  参加者：消防職員・市民（町会・自治会代表参加者） 

８．訓練の中止                               

  訓練は雨天決行とする。ただし、災害が発生し、又は発生の恐れがある場合は 

中止とする。 

なお、訓練中止の決定については、当日の午前７時３０分とし、職員への連絡 

は職員参集メールで行い、市民参加者に中止の周知を行う。 

 その他、新型コロナウイルス感染症が拡大し、市として対策が必要になった場 

合には、訓練の中止等を検討する。 

９．安全管理                                

  各訓練会場における安全管理については、訓練従事職員の代表者が配慮するこ 

ととする。 

10．参加予定機関                              

船橋ＳＬネットワーク・船橋市アマチュア無線非常通信連絡会・佐川急便株 

式会社 千葉営業所・千葉県獣医師会・千葉県動物愛護推進員・日本防災士 

会千葉県支部・千葉県防災士連絡会・船橋防災連絡会・船橋市障害福祉団体連 

絡協議会 

11．主催                                  

  船橋市 

 


